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開
始
の

「
～

出
す
」

「
～

始

め

る
」

に

つ
い
て

小
説
作
品
に
お
け
る
用
例
分
析
を
通
し
て
前
接
す
る
動
詞
の
傾
向
を
探
る

山

口

真

紀

は
じ
め
に

 

日
本

語

を
学

ぶ
留

学
生

に

と

っ
て
、

い
わ
ゆ

る
複

合

動

詞

の
習

得

は
難

し

い
と
さ

れ

て
き
た

が

、
今

回

、
開
始

を
表

す

「
～
出

す

」
と

「
～
始

め

る
」

の
違

い
を
取

り

上
げ

た

の
は

、
既

に
指

摘

さ

れ

て
い

る
よ
う

に
、

両

者

の
使

い
分

け

が
非

常

に

難

し

い

と

い
う

こ
と

を

教
育

の
現

場

に
お

い

て
稿
者

も
実

感

し

て
い

る
た

め

で
あ

る
。

国
立

国
語

研

究
所

の

『
複
合

動

詞
資
料

集
』
 

(
一
九

八
七

年
)

に

よ
れ
ば

、 

「
～
出

す

」
は
複

合

動

詞
後

項
と
し

て
最

も
頻

度
が

高

い
も

の
の

ひ
と

つ

で
あ

り

、
学
習

者

の
目

に
と

ま

る
機

会
は

多

い
。

し
か

し
、

例

え
ば

、 

「雪

が
降

り

出
し

た
」

と

「雪

が

降

り
始
め

た
」
が
ど

う
違

う

の
か

と

い

っ
た
学

生

か

ら

の
質
問

に
対

し
、

未

だ
十

分
な

説
明

が
得

ら

れ

て

い
な

い
。

 

語
彙

の
習

得

を
目

指
す

現
場

の
指
導

に

お

い

て
は
、
学
習
者

に
わ

か
り

や

す
く

両
者

を
差

別
化

し

て
示

す
必

要

が
あ

る
。

こ

こ
で
言

う
差

別
化

と

は

、
す

な
わ

ち
、

対
象

と
す

る
語

に
何

ら

か

の
用
法

上

の

「
限
定

」

を
与

え

る
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

に
は

大

き
く

分

け

て

二

つ
の
ア
プ

ロ
ー

チ
が

あ

る
と
考

え
ら

れ

る
。

ひ
と

つ
は

、

両
者

の
意

味

の
違

い
か

ら
考
え

る
意

味

上

の

「限
定

」

で
あ

り
、

も
う

ひ
と

つ
は
結

合

条
件

や

形
態

的
特

徴

な
ど

語

彙

の
表
面

的
な

「
形
」

の
部

分

に
着

目

し
た

、

形
式

上

の

「限

定
」

で

あ

る
。

両
者

は
表

裏

一
体

の
関

係

で
、

常

に
そ

の
連

続

性
が

示
唆

さ
れ

る

も

の
で
あ

り
、

両
者

を

満
た

し

て

こ
そ
十

分

に

「違

い
」

を
説

明
す

る

こ

と

が

で
き

る
。

日
本

語

の
語

感

を
持

た

な

い
学
習
者

は

、
教

師

に
よ

っ
て

示

さ
れ

る

こ

の
よ
う

な

「限

定
」

を

ル

ー
ル

と
し

て

一
般

化

し

、
実

際

の

運

用
を

行

う
際

の
ひ
と

つ
の
助

け
と

し

て

い
る
と
考

え

ら
れ

る

。

 
本

稿

で

は

こ

の
よ

う

な
立

場

か
ら

、

両
表

現

の
違

い
を
明

ら

か
に

す

る

こ
と
を

目
指

し

、
そ

の
第

一
歩

と
し

て
、 

「
形
」

の
部
分

の
、

と
り

わ
け

前
接

す

る
動

詞

に
焦

点

を
絞

り
、

調

査

・
分
析

を
行

っ
た

。

二

先
行
研
究

 

両
表

現

に
前
接

す

る
動

詞

の
特

徴

は
、

い

く

つ
か

の
先

行

研
究

に

お

い

て
既

に

言

及
さ

れ

て
い

る
。

 
寺

村

氏

は

「
～

ハ
ジ

メ
ル

と
～

ダ

ス
は

多

く
同

一
の
語

に
付
き

、

意
味

も

ほ
と

ん

ど
変

わ
ら

な

い

」
と

一
般

的

な
傾

向
を

示

さ
れ

た
が

、
後

に

「～

ハ
ジ

メ
ル

と
、

～
ダ

ス
は
、

開
始

を

表

わ
す

用
法

と
し

て
は

ほ

と
ん

ど
重

な

る
が

、

一
方

が
自

然

で
、

他
方

が

不
自

然

な
場
合

も

わ
ず

か
だ

が

見
出

さ

れ

る

」

と
し

、

次

の
よ

う
な

例

を
挙
げ

て
お

ら
れ

る
。

  『 1



 

 

・ 

赤

チ

ャ
ン
ガ

ワ

ッ
ト

 
泣

キ
ダ

シ

タ
 

*
泣

キ

ハ
ジ

メ

タ

 

 

・ 

私
ガ

ソ
ウ

言

ウ
ト

、

先

生

ハ
急

二
 

笑

イ
ダ

シ

マ

シ
タ
 

?

 

 
 

 

笑

イ

ハ
ジ

メ

マ
シ
タ

 

 

・ 

外
ガ

ダ

ン
ダ

ン
暗

ク

 

?
ナ

リ
ダ

シ
タ

 

ナ
リ

ハ
ジ

メ
タ

 

 

・ 

オ

腹

ガ

ス

イ

テ

キ

タ

カ

ラ

、

オ

父

サ

ン

ハ

マ
ダ

ダ

ケ

レ

ド

 

 
 

 

*
食

べ
ダ

ソ
ウ

 
食

べ

ハ
ジ

メ
ヨ

ウ

そ

し

て
、 

「～

ハ
ジ
メ

ル
は

、

一
般

に
、
笑

ウ

、
泣

ク
、

腹
ガ

立

ツ
、

ム

シ

ャ
ク

シ
ャ

ス
ル
、

な
ど

、

人

の
心
身

の
動

き

で
、

反
射

的

な
、

自
分

で

コ
ン
ト

ロ
ー

ル

で
き

な

い
よ

う
な

も

の
に

は
使

え
な

い
よ

う

で
あ

る
。

オ

ド

ロ
ク
、
ガ

ッ
カ

リ

ス
ル
な
ど

二

時

的

な
気

の
動

き
」

を
表

わ

す
も

の

に

は
、

～

ハ
ジ

メ

ル
も

～
ダ

ス
も

使

え
な

い
」

と
述

べ
て
お

ら
れ

る
。

 

ま
た

、
姫

野

氏
は

、 

「
感
情

の
動
き

を
表

わ
す

語

や
音

の
自

然

発
生

を

あ

ら

わ
す
よ

う

な
語

」

は

「
出
す

」

の
ほ

う
が
適

し

て

い
る

と
し

、

以
下

の
語

を
あ
げ

て
お

ら
れ

る

。

 

 
怒

る

(怒

り
だ

す

 

?
怒
り

始

め

る
)
 

う

ろ
た

え

る
 
ま

ご

つ
く

 

 

た
め

ら
う

 

し

ょ
げ

る
 
照

れ

る
 

は

に
か

む
 

め
ん

く

ら
う

 
あ

 

 

き
れ

る
 

た
ま
げ

る
 

気
が

滅

入

る
 

体

が
震

え

る
 

苦
し

む
 

痛

 

 

が
る
 

嫌

が

る

 

山
崎

氏
は

、

小
説

・
随

筆

・
新

聞
等

の
言
語

資
料

(著

作

十

一
冊
、

新

聞

約

三
か

月
分

)
を

対
象

に

し
た

調
査

を

も
と

に
、

前
接

す

る
動

詞

の
傾

向

を

分
析
し

て
お

ら
れ

る
。
 

「
～
始

め

る
」

に

前
接

す

る
動

詞

に
は

「言

語

活
動

や
思

考

活
動

な
ど

人

の
心

理
的

な

活
動

を
表

す
動

詞

や
変

化

や
自

然

現
象

と
し

て

の
物

の
状

態

を
表

す
動

詞

」
が

多

い
と

し
、
 

「～

出
す

」

の
場
合

は

「言

語
活

動

及
び

自
己

運

動
と

し

て

の
動

作

・
変

化

(空

間
的

な
移

動
や

ふ

る
ま

い
)

を
表

す
動

詞

や
自

然
現

象

と
し

て

の
物

の
運

動
や

状

態
を

表
す

動

詞
」
が
多

い
と

さ
れ

る
。
こ
れ

は
大

筋

に
お

い
て
寺

村
氏

、

姫

野
氏

の
説

を
裏

付

け

る
結
果

と

な

っ
て

い

る

。

 

こ

の
他
、

前
接

す

る
動

詞

の
自
他

と

い
う

視
点

か

ら
述

べ
ら

れ
た

、
寺

村

氏
、

山
崎

氏

、
益

岡

・
田
窪

氏

の
論

考
が

あ

る
が

、
今

回

は

こ

の
点

に

つ
い

て

の
調
査

は
行

わ

な

い
た
め
割

愛

し

た

。

三

調
査
方
法

 

↓
八

九

八
年

以

降

に

発
表

さ

れ

た

日
本

語

母
語

話

者

に

よ

っ
て
書

か

れ
た

日
本

語

に
よ

る

小
説

作
品

か

ら
選
び

出

し
た

四
十

三

作

品

よ

り

用

例
を

収
集

し

た
。
分
析

は
電

子
版

を
含

む
原

作

品

に
よ

っ
た
。
以
下

、
初

出

、

お

よ
び
今

回
分
析

に

用

い
た
底

本
を

記
す

。

『
不
如

帰

』
徳
富

盧

花

(
初
出

)

一
八
九

八
年

一

一
月

～
九

九

年

五

月

「
国

民
新

聞

」 

 

(分

析

) 

『
小
説

 

不
如
帰

』

岩
波

書
店

 

岩

波
文

庫

一

九

三

八
年

版

を
底

本

と
す

る
青

空
文

庫

を

使
用

『
野
菊

の
墓
』
伊
藤

左

千
夫

(初

出
)

一
九

〇

六
年

一
月

「
ホ
ト

ト
ギ

ス
」

 

(
分
析

) 

『
日
本

文
学

全

集
別

巻

!
 

現

代

名
作

集
』

河

出
書

房

新
社

 

一
九
七

四
年

版

を
底

本
と

す

る
青
空

文

庫
を

使

用

『
阿
部

一
族
』
森

鴎

外

(初

出

)

一
九

=
二
年

一
月

「
中
央

公

論
」
 

(
分

 

析

) 

『
日
本

の
文

学

3
 

森

鴎
外

(
二
)

』
中

央
公

論

社

一
九

七

二

 

年
版

を
底

本

と
す

る
青

空
文

庫

を
使

用

『
こ
こ

ろ
』
夏

目
漱

石

(初

出
)

一
九

一
四
年

四
月

～

八
月

「朝

日
新

聞

」

 

(
分
析

) 

『
こ
こ

ろ
』
集

英
社

 
集

英

社
文

庫

一
九
九

一
年
版

を

底
本

と

す

る
青
空

文

庫
を

使

用

『
夜

明

け
前

』
第

一
部

(
上
)

島
崎

藤
村

(初

出

)

一
九

一
五

年

四
月

～

 

一
九

二

一
年

一
〇

月

「中

央

公
論

」 

 

(
分
析

) 

『夜

明
け

前

 
第

一

一2一



部

(上
)
』
岩
波
書
店
 
岩
波
文
庫

一
九
六
九
年
版
を
底
本
と
す
る
青

空
文
庫
を
使

用

『渋
江
抽
斉
』
森
鴎
外

(初
出
)

一
九

一
六
年
三
月
～

一
九

一
八
年
五
月

 
「東
京
日
日
新
聞
」 

「大
阪
毎
日
新
聞
」 
 

(分
析
) 
『渋
江
抽
斉
』

岩
波
書
店
 
岩
波
文
庫

一
九
三
八
年
版
を
底
本
と
す
る
青
空
文
庫
を

使
用

『杜
子
春
』
芥
川
龍
之
介

(初
出
)
一
九
二
〇
年
七
月

「赤
い
鳥
」 

(分

析
) 
『蜘
蛛
の
糸

・
杜
子
春
』
新
潮
社
 
新
潮
文
庫

一
九
六
八
年
版
を

底
本
と
す
る
青
空
文
庫
を
使
用

『
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
』
葉
山
嘉
樹

(初
出
)
一
九
二
六
年

一
月

「文

芸
戦
線
」 
 
(分
析
) 
『全
集

・
現
代
文
学
の
発
見

・
第

一
巻
 
最
初

の
衝
撃
』
学
芸
書
林

一
九
六
八
年
版
を
底
本
と
す
る
青
空
文
庫
を
使
用

『河
童
』
芥
川
龍
之
介

(初
出
)

一
九
二
七
年
三
月

「改
造
」 

(分
析
)

 
『河
童

・
あ
る
阿
呆
の
一
生
』
旺
文
社
 
旺
文
社
文
庫

一
九
六
六
年
版

を
底
本
と
す
る
青
空
文
庫
を
使
用

『山
月
記
』
中
島
敦

(初
出
)

一
九
四
二
年
二
月

「文
学
界
」 

(分
析
)

 
『李
陵

・
山
月
記
』
新
潮
社
 
新
潮
文
庫

一
九
六
九
年
版
を
底
本
と
す

る
青
空
文
庫
を
使
用

『夏
の
花
』
原
民
喜

(初
出
)

一
九
四
七
年
六
月

「三
田
文
学
」 
 
(分

析
) 
『夏
の
花

・
心
願
の
国
』
新
潮
社
 
新
潮
文
庫

一
九
七
三
年
版
を

底
本
と
す
る
青
空
文
庫
を
使
用

『斜
陽
』
太
宰
治

(初
出
)
一
九
四
七
年
七
月
～

一
〇
月

「新
潮
」 

(分

析
) 
『斜
陽
』
新
潮
社
 
新
潮
文
庫

一
九
五
〇
年
版
を
底
本
と
す
る
青

空
文
庫
を
使
用

『
晩

菊
』

林
芙

美

子

(初

出
)

一
九

五

八
年

一
一
月

「
別

冊

文
藝

春
秋

」

 

(
分
析

) 

『
短
篇

小
説
名

作

選
』

現
代

企

画
室

一
九

八

一
年

版

を
底

本

と

す

る
青
空

文
庫

を

使

用

『
総

司
は

ひ

と
り

』
戸

部
新

十

郎

(初

出
)

一
九

七

二
年

七

月
 

青
樹

社

 

(
分
析

)

一
九

九
〇

年

五

月
 

徳

間

壽
σ
書

店

『
赤

い
帆

船

(ク

ル
ー

ザ

i
)

』

西
村
京

太

郎

(初
出

) 

一
九

七
三
年

八

月
 
光

文
社

 
カ

ッ
パ

ノ

ベ
ル
ズ

 

 
(分

析
)

二
〇
〇

五

年

一
月

二
八

日
 
光

文
社

電

子
書

店

『
日
本
沈

没
』

(上

)

(
下
)
小
松

左
京

(初

出
)

一
九

七

三
年

三
月
 

光

文
社

 

 
(
分
析

)

二
〇

〇

一
年
九

月
 

光

文
社

電

子
書

店

『
お

江
戸

探
索

御

用

(上
)

迷

路

の
巻
』

多

岐

川
恭

(
初

出
)

一
九

七
六

年

六

月
 
桃

源
社

 

 
(
分
析

)

一
九
九

四
年

一
月
 

徳

間

壽

σ
書

店

『
北

町
奉

行

・
定

廻
り

同

心
控

』
笹

沢
左

保

(初

出
)

一
九

八

一
年

八
月

一
三

日
号

～

一
九

八

二
年

三

月

一
八

日
号

「週

刊
サ

ン

ケ

イ
」
 

『
同

心

暁
蘭

之

助
』

改
題

 

 
(分

析

)

二
〇

〇

四
年

四
月
 

祥

伝
社

電

子
書

店

『
炎

の
花

』
落

合
恵

子

(初

出

)

一
九

八
三

年

六
月
九

日

号

～

一
九

八
五

年

四
月

三

〇
日

号

「
女
性

自
身

」
 

光

文

社
 

 
(分

析

)

一
九

九

八
年

七

月

一
五

日
 
光

文

社
電

子
書

店

『
星

影

の

ス
テ

ラ
』
林
真

理
子

(初

出
) 

一
九

八
四
年

一
月
号

「
野
生

時

代

」 

角

川

書
店

 

 
(
分
析

)
 

一
九

八
六

年

一
月

 
角

川
書

店

 

角

川

文
庫

『
広
島

に
原
爆

を
落

と

す

日
』
つ
か

こ
う

へ
い

(初

出
)

一
九

八
六

年

八
、

一

一
月
号

「野

生
時

代

」 

角

川

書
店

 

 
(分

析
)
 

二
〇

〇

五
年

七

月

二
二
日
 

光

文
社

電

子
書
店
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『
十

三

の
墓
標

』
内

田
康

夫

(初

出
)

一
九

八
七
年

七

月
 

双
葉

社

 

双

葉

ノ

ベ
ル
ズ

 
 
(分
析

)

二
〇

〇

四
年

三
月

一
二
日

 

双
葉
社

電

子
書

店
『
千

利
休

・
な

ぞ

の
殺
人

事
件

』
山

村

美
沙

(
初
出

)

一
九

八
九
年

二

～

一
二
月
号

「週

刊
宝

石

」 

光

文

社

 

 
(分
析

)

二
〇
〇

四
年

二
月

二
七

日
 
光

文
社

電

子
書

店

『
三
毛
猫

ホ
ー

ム
ズ

の
黄

昏

ホ

テ
ル
』

赤

川
次

郎

(初

出
)

一
九
九

〇
年

五
～

八
月
号

「
小
説
宝

石
」
 

光

文

社
 

 
(
分
析

)

二
〇
〇

三
年

九

月

二
六

日
 
光

文
社

電
子

書
店

『
ず
ぼ

ら
』

田
辺
聖

子

(初

出
)

一
九

九

二
年

一

一
月

号

「
小

説
宝

石
」

光

文
社

『
鬼

が
餅

つ
く
』
田
辺
聖

子

(初
出

)

一
九

九

三
年

三

月
号

「
小
説
宝

石

」

光

文
社

『
り
ん

り
ん
』
田

辺
聖

子

(初

出
)

一
九
九

四
年

一
〇

月
号

「
小
説
宝

石

」

光

文
社

『
四
人

め
』

田
辺
聖

子

(初

出
)

一
九

九

三
年

一
〇

月
号

「
小
説
宝

石
」

光
文
社

『
ベ

ッ
ド
と
家

霊

』

田
辺
聖

子

(初
出

)

一
九

九

四
年

六

月
号

「
小
説
宝

石
」
 

光
文

社

『古

文

の
犬
』
田

辺
聖

子

(初

出

)

一
九
九

四
年

一
〇

月
号

「
小
説
宝

石

」

光
文
社

 

右

記
六
作

品

 

 
(分

析

) 

『ず

ぼ

ら

』

二
〇

〇

六
年

四

月
 
光

文
社

電
子

書
店

『
ピ

ン
ク

・
バ

ス
』
角

田
光

代

(初

出

)

一
九

九

三
年

 

六
月

号

「
海
燕

」

福
武

書
店

 

 
(
分
析

)

二
〇

〇

四
年

六

月

 
角

川
書

店

 
角

川

文
庫

『
機
関

車
先

生

』
伊

集

院
静

(
初

出
)

一
九
九

二
年

一
月

～
十

月

「HZ
・

勺
O
O臣

↓
」 

講

談
社

 

 
(分

析
)

一
九

九

七
年

六
月
 

講

談
社

 

講
談

社

文

庫

『
オ
ー
プ

ン

ハ
ウ

ス
』
辻

 

仁
成

 

よ

り

「
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ

ス
」
 
(初

出

)

一
九

九

三
年

七
月

「
三

田
文
学

」

夏
季

号

 

 
(
分
析

)

一
九

九

八
年

三

月
 

集
英

社

 
集

英
社

文

庫

『
銀
行

喰

い
』
大

下

英
治

(
初
出

)

一
九

九

五
年

 
実

業
之

日
本
社

 

ジ

ョ
イ
ノ

ベ
ル
ズ

 

 
(分

析
)

二
〇

〇

四
年

四
月

 
光
文

社

電

子
書

店

『ぼ

く

の
T

V
支

配

(
ジ

ャ

ッ
ク
)

マ
ニ

ュ
ア
ル

』
宗

田
理

(
初
出

)

一

九
九

七
年

二
月
 

光
文

社

 
光

文
社

文

庫

 

 
(
分
析

)

二
〇

〇
六

年

六

月

二
一二
日
 
光

文

社
電

子
書

店

『
三

人

の
悪

党

～
き

ん
ぴ

か

(
1
)

～
』

浅

田
次

郎

(初

出

)

一
九

九

二

年

一
月
 

天

山
社

 

天
山

ノ

ベ
ル
ズ

 

 
『
き
ん
ぴ

か
 

痛

快

小
説

』
改

題

 

(
分
析

)

二
〇

〇

二
年

一
月

二
五
日

光

文
社

電
子

書

店

『
真

田
幸

村

の
妻
』
阿

井
景

子

(初

出

)
二
〇

〇

一
年
十

月
 

光

文
社

 

光

文
社

文
庫

 

 
(分

析

)

二
〇

〇
五

年

一
月

二
八
日
 

光
文

社

電

子
書

店

『
ラ
ス
ト

ラ

イ
ド
』

石

田
衣

良

(初

出

)

二
〇

〇

一
年

一
一
月

「
小
説

現

代

」 

講
談

社

『
ラ

ス
ト

ホ
ー

ム
』
石

田
衣

良

(初

出
)

一
.
○
〇

三
年

二
月

「
小
説

現
代

」

講

談
社

 

右

記

二
作

品
 

(
分
析

)

『
ピ
〉
し。ご

二
〇

〇

五
年

八
月
 

講

談
社

 
講

談
社

文

庫

『
独
楽

の
回
転

』

小
池

真

理
子

(初

出

)

一
九
九

二
年

七

月

田
O
」
 

光

文

社

『
災

厄

の
犬
』

小

池
真

理

子

(初

出

)

一
九

九

三
年

一

一
月

「
岩

」 

光

文
社
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『
ひ
ぐ

ら
し
荘

の
女

主

人
』

小
池
真

理
子

(初

出
)

一
九
九

四
年

一

一
月

「詔

」
 

光
文

社

『
う

わ

さ
』

小
池
真

理

子

(初

出

)

一
九
九

五

年

九
月

「詔

」

光
文
社

 

右

記

四
作

品

 

(分

析
)
 

『
う
わ

さ
』

小
池
真

理

子

 
二
〇

〇

二
年

五
月

光
文
社

電

子
書
店

四

調
査
結
果

 

対

象
作

品
か

ら
、

「～

出
す

」
七

七
〇

例

、

「～

始
め

る

」
六

二

二
例

、

合

計

=
二
九

二
例
を
収

集

し
た

。
各

表

現

に
前

接
し

た
動

詞

を
頻

度

順
に

一
覧

に

し
た

も

の
が
表

1
、

表

2

で
あ

る
。
 
「
～

出
す

」

に
前
接

す

る

動

詞

は

一
五
五
種

類

で
あ

っ
た

の
に
対

し
、
 

「
～
始

め

る
」

に

は
三

五
七

種

類

も

の
動
詞
が

確

認
さ

れ
た

。
前

接

す

る
動

詞

の
種
類

で
は

圧
倒
的

に

「～

始
め

る
」

の
方
が

多

い
結

果

と
な

っ
た

。

表

1

.

「～
出
す
」

に
前
接

す
る
動
詞

一
覧

(頻
度
順
)

 

 

*
 
 

( 
)

内
は
頻
度
を
表
す

。

-
.

言

う

(

副
)

23
.

そ
わ
そ
わ
す

る
(
4
)

44
.

唱
え

る

(
2
)

2 .

歩

く

(

97
)

24
.

操

る

(

3
)

45
.

鳴

く

(

2)

3 .

笑

う

(

69
)

25
.

踊

る

(

3
>

46
.

光
り

輝

く

(

2
)

4 .

走

る

(

53
)

26
.

泳

ぐ

(

3

47
.

光
る

(

2)

5 .

泣

く

(

48
)

27
,

感

じ

る

(

3
)

48
.

回
る

(

2)

6
.

駆
【

駈
】

け

る
(

46
)

28
.

苦

し

む

(

3
)

49
.

燃
え

る

(
2
)

7
.

動

く

(

32
)

29
.

咲

く

(

3)

50
.

ゆ
れ

る

(
2
)

8
.

降

る

(

16
)

30
.

す

る

(

何
・

話

を
)

51
.

酔
う

(

2
)

9
.

話

す

(

12
)

(
3
)

52
.

読
む

(

2
)

-o
.

鳴

る

(

-o
)

31
.

働

く

(

3)

H
.

思

う

(

9)

32
.

見

え

る

(

3
)

*

以
下、

全

て
頻
度
1

12
.

騒

ぐ

(

9)

33
.

や

る

(

3)

3
.

～

一
〇3
.=」       -

13
.

考

え

る

(

8
)

34
.

暴

れ

る

(

2
)

哀
願
す
る
・

あ
げ
る
・

当

14
.

震

え

る

(

8
)

35
.

あ

わ

て

る

(

2
)

た

る
・

圧
迫

す
る
・

集
ま

15
.

怒

る

(

7
)

36
.

痛

む

(

2)

る
・

怪
し

む
・

洗

う
・

あ

16
.

歌

(

謡)

う

(

6
)

37
.

い

ら

い

ら

す

る
(

2
)

ら
わ

れ
る
・

う
ご
め
く
・

17
.

漕

ぐ

(

6
)

38
.

疑

う

(

2)

謡
わ

れ
る

こ
つ
め

く
・

噂

18
.

喋

る

(

6)

39
.

う

な

る

(

2)

に
な

る
・

云
々

す
る
・

覆

19
.

流

れ

る

(

6)

40
.

利

く

(

2)

わ
れ

る
・

お

そ
わ
れ
る
・

20
.

吹

く

(

6)

41
.

狂

う

(

2)

帯
び

る
・

思
わ
れ

る
・

輝

21
.

聞
こ

え

る

(

5
)

42
.

滑

る

(

2)

く
・

か
か

る
・

嗅
ぎ

回

22
.

語

る

(

4)

43
.

た

ま

る

(

2
)

る
・

か

く
(

い

び

き

を
)

・
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書

く

・
加

勢
を
す
る

・

数

え

る

・
固
ま

る

・
傾

く

・
固

め
る

・
通
う

・
か

ら

む

・
歓
迎
さ

れ
な

く
な

る

・
気

に
な
る

・
き
ら
め

く

・
く
す
ぶ
る

・
曇
る

・

暗

く
な

る

・
ぐ
ら

つ
く

・

来

る

・
ぐ

れ

る

・
加

え

る

・
叫

ぶ

・
殺
到
す
る

・

騒

が
れ

る

・
ざ

わ

つ
く

・

し
げ
く

な
る

・
沈
む

・
慕

う

・
示

す

・
状

態

に

な

る

・
調
べ
る

・
信
じ
る

・

心

配

す

る

・
吸

う

・
進

む

・
す

る

(
顔
を
)

・
ず

れ

て
し
ま
う

・
急
か
す

・

説

明
す

る

・
高

ま
る

・
焚

く

・
出
す

・
叩
く

・
立

ち

こ
め
る

・
建
ち
並
ぶ

・
た

て
こ
む

・
注
目
す
る

・
ち

ら

つ
く

・
付
け
る

・
強

く

な

る

・
強
ま
る

・
出
る

・
透

る

・
怒
鳴

る

・
と
る

・

殴

る

・
舐

め

る

・
慣

れ

る

・
抜
け

る

・
の

つ
そ

つ

す

る

・
入
る

・
始
ま
る

・

は

し
ゃ
ぐ

・
督

促
る

・
は

な

れ

る

・
流

行

る

・
ひ

く

・
広
が

る

・
貧
乏

に
な

る

・
吹

か
す

・
ふ

く

れ

る

・
振
る

・
吠
え

る

・
ほ

お
ば
る

・
ほ
ど
く

・
ま

と

ま

っ
て
来

る

・
満
席

に
な

る

・
見

つ
め
る

・
む
く

・

目

に
つ
く

・
持

つ
・
ゆ

る

む

・
連
想
す

る

・
論

じ
合

う

・
わ

め
く

 
 
全

一
五
五
種

類

表

2
.

「
～
始

め
る
」
に
前
接
す

る
動
詞

一
覧

(頻
度
順
)

 
 

*
 

 

( 
)
内
は
頻
度

を
表

す
。

1
.

歩

く

(

17
)

21
。

昇

る

(

5
)

43
.

片

付

け

る

(

3
)

2
.

動

く

(

12
)

22
.

走

る

(

5
)

44
.

消
え

る

(

3
)

3
.

起
こ

る

(

9)

23
.

弾

く

(

5
)

45
.

探
す

(

3)

4
.

流

れ

る

(

9)

24
.

降

る

(

5
)

46
.

立

つ

(

噂
・

煙

が
)

5
.

鳴

る

(
8
)

25
.

打
つ

(

4
)

(
3
)

6
.

聞
こ

え

る

(

7)

26
.

踊

る

(

4
)

47
,

溶
け

る

(

3
)

7
.

食
べ

る

(

7)

27
.

傾

く

(

4
)

48
.

飲
む

 (
3)

8
.

話

す

(
7
)

28
.

感

じ

る

(

4
)

49
.

広

が

る

(

3
)

9
.

回

る

(
7
)

29
.

叩

く

(

4
)

50
.

上

が

る

(

2
)

-o
.

見

え

る

(
7
)

30
.

作

る

(

4
)

51
.

あ

げ

る
(

声

を)
(

2
)

11
.

た
て

る
(

音
な

ど
を)

31
.

響

く

(

4
)

52
.

洗
う

(

2)

(

6
)

32
.

増

え

る

(

4
)

53
.

歩
き

同

る

(

2
)

12
.

出

る

(

6
)

33
.

震

え

る

(

4
)

54
.

言
う

(

2)

13
.

吹

く

(
6
)

34
.

集

め

る

(

3
)

55
.

移
動
す
る
(
2
)

14
,

読

む

(
6
)

35
.

あ

ら

わ

す

(
3
)

56
,

い

び

る

(

2
)

15
.

あ

ら

わ

れ

る

(

5)

36
.

色
づ

く

(

3
)

57
.

う

な

る

(

2
)

16
.

語

る

(

5
)

37
.

動

か

す

(

3
)

58
.

描

く
【

え

が

く
】
(

2
)

17
.

変

わ

る

(
5
)

38
.

歌

う

(

3
)

59
.

演
奏
す
る
(
2
)

18
,

喋
る

(

5
)

39
.

覚

え

る

(

3
)

60
.

覆

う

(

2
)

19
.

す

る
(

話
・

電

話

を)

40
.

思

う

(

3
)

1
.

大

き

く

な

る

(

2
)6

(

5
)

41
.

下

り

る

(

3
)

62
.

行
う

(

2)

20
.

泣

く

(

5
)

42
.

窮

る

(

3
)

63
.

押
す

(

2
)

6



64
.

落

ち

る

(
2
)

86
.

称

え

る

(
2
)

醇
.

増

す

(
2
)1

65
.

泳

ぐ

(

2
)

87
.

漂

う

(
2
)

腿
.

ま

た

た

く

(
2
)1

66
.

降

り

る

(
2
)

88
.

つ

け

る

(

2)

囲
.

見

せ

る

(
2
)1

67
.

か

か

る

(

2
)

89
.

勤
め

る

(
2
)

ω
.

目

立

つ

(
2
)1

68
.

駆

け

お

り

る

(

2
)

90
.

解

く

(
2
)

11
.

燃

え

る

(
2
)1

69
.

活
発
化
す
る

(
2
)

91
.

取
り

戻

す

(

2)

E
.

持

つ

(
2
)1

70
.

が

ぶ

る

(

2
)

92
.

撮
る

(
2
)

B
.

揺

れ

る

(
2
)1

71
.

通

う

(

2
)

93
,

取

る

(
リ

ズ

ム

を)

H
.

横

切

る

(
2
)1

72
.

考

え

る

(

2
)

(

2
)

-ー
.

悪

く

な

る

(
2
)1

73
.

着

替

え

る

(

2
)

94
.

鳴
く

(
2
)

74
.

下

る

(

2
)

95
.

鈍

る

(
2
)

*
以
ド
、

全
て

頻
度
1

75
.

暮

れ

る

(

2
)

96
.

脱

ぐ

(
2
)

16
.

～

r
.1           3

76
.

痙
攣
す
る
(
2
)

97
.

上

る

(
2
)

愛
す
る
・

合
う
・

あ
が
る

77
.

殺
到
す
る
(
2
)

98
.

登

る

(
2
)

(
け
む
り
が
)

・

あ
げ
る

78
.

ざ
わ

ざ
わ
す
る
(
2
)

99
.

人

る

(
2
)

(

け

む

り

を
)
 ・

挙

げ

79
,

沈

む

(

2
)

㎝
.

働

く

(
2
)1

る
・

上

げ

る
・

浅

く

な

80
.

集

中

す

る

(

2
)

01
.

発

達

す
る

(
2
)/

る
・

味

わ

う
・

与

え

る
・

81
.

白

む

(

2
)

鯉
.

流

行

る

(
2
)1

暑
く
な
る
・

熱
く
な
る
・

82
.

進

む

(

2
)

㏄
.

吹

き
出
す
(
2)1

集
ま
る
・

暴
れ

る
・

あ
び

83
.

増
加
す
る
(
2
)

 〃
.

減

る

(
2
)1

る
・

編

む
・

往

き

来

す

84
.

染

め

る

(

2
)

僑
.

舞

う

(
2
)1

る
・

息

づ

く
・

行

く
・

い

85
.

抱

く

(

2
)

価
.

混

じ

る

(
2
)1

じ

く

る
・

急

ぐ
・

行

っ

た

り

来

た

り

す

活
動
す
る
・

奏
で
る
・

か

順
調

に

な

る
・

紹

介

す

 

 

 

 

 

 

 

 
・つ
こる・入れる・浮く・揺

ら
れ

る
・

枯

れ

る
・

渇

る
・

L

下
す

る
・

ヒ

昇
す

く
・

渦

巻

く
・

疑

う
・

疑

く
・

交

わ

す
・

聞
き

込

る
・

調
べ

る
・

じ

り

じ

り

わ
な
く
な
る
・

疑
る
・

打

む
・

聞

く
・

萌

す
・

き

し

す
る
・

知
る
・

真剣

に

な

ち
合
わ
せ
る
・

う
つ

ら
う

む
・

気
づ

く
・

機

能
す

る
・

深

刻
化
す
る
・

侵
入

つ

ら

す

る
・

映

る
・

喩

る
・

逆
転
す
る
・

急
高
騰

す
る
・

吸
う
・

す

く
・

少

る
・

う
ま
く
い

か
な
く
な

す
る
・

着
る
・

切
れ

る
・

な
く
な

る
・

ス
ケ
ー
ル

に

る
・

売

ら

れ

る
・

潤

む
・

吟
じ

る
・

食

う
・

腐

る
・

な
る
・

す
す
り

泣
く
・

す

う
ろ
た
え
る
・

う
わ
さ
さ

く
す
ぶ
る
・

口
ず
さ

む
・

べ

ら
せ

る
・

す
べ

る
・

す

れ
る
・

炎
上
す
る
・

大
騒

暗
く
な
る
・

暮
ら
す
・

ぐ

る
(

音
が
)

・

ず
れ
る
・

ぎ
す
る
・

覆
わ
れ
る
・

起

ら
つ

く
・

来

る
・

狂

う
・

説
明

す
る
・

せ

ま
る
・

責

き

る
・

送

る

・

抑

え

る
・

警
戒
す
る
・

け
い

れ
ん
さ

め
る
・

続
出
す
る
・

測
定

お
さ
ま
る
・

教
え
る
・

落

せ

る
・

消
す
・

顕
著
に
な

す
る
・

揃

え
る
・

高

ま

と

す
・

衰
え

る
・

帯
び

る
・

講
ず

る
・

硬

直
す

る
・

た
た
か

れ
る
・

た

ち

る
・

お

ろ
す
・

回

転

す

る
・

合
流
す
る
・

濃
く
す

こ

め

る
・

建
て

る
・

辿

る
・

買

い

取

る
・

買

う
・

る
・

こ

だ
ま
さ
せ
る
・

ご

る
・

探

索

す
る
・

近
づ

関
わ
る
・

か
く
(
い
び
き

て

る
・

こ

ぼ

れ

る
・

混

く
・

地
球
規
模
に
な
る
・

を
)

・

書

く

・

掻

く
・

描

む
・

捜
す
・

下
が
る
・

さ

治
す
る
・

調
査
す
る
・

跳

く
【
か
く
】
 ・

嗅

ぐ
・

か

さ

や
か

れ

る
・

さ

さ
や

梁
す
る
・

ち
ら
つ

く
・

沈

け
る
・

下
降
す
る
・

重
ね

く
・

さ

す

る
・

悟

る
・

自

没
す
る
・

つ

く
・

突
っ

つ

る
・

霞

む
・

肩

入

れ

す

覚
す
る
・

し
の
び
よ

る
・

く
・

包

む
・

呈

す

る
・

で

る
・

語
り

か

け

る
・

し
め
す
・

出

現
す
る
・

き

る
・

手

伝

う
・

7



点
検
す
る

・
怒
鳴

る

・
飛

ば
す

・
飛
ぶ

・
と
め
な
く

な
る

・
灯
る

・
取
り
上
げ

ら

れ

る

・
と

り

つ
か

れ

る

・
と

る

(食
事

を
)

・

採
る

・
流
す

・
泣
き

じ
ゃ

く
る

・
哺
く

・
投
げ

つ
け

る

・
撫

で
回

す

・
撫

で

る

・
波
打

つ

・
悩
ま
さ
れ

る

・
悩
む

・
習
う

・
慣
ら

さ
れ
る

・
南

下
す

る

・
滲

む

・
縫
う

・
濡
ら
す

・
練

る

・
覗
く

・
の
た
う

つ

・

呑
み
込

む

・
は

っ
き

り
す

る

・
放

つ

・
は
や
し
立

て

る

・
払
う

・
冷
え

る

・
光

る

・
引
き
合

う

・
ひ
き

か

え
す

・
引
き

返
す

・
ひ
く

(
潮

が
)
 
・
ひ

く

(
糸

を
)
・
引
く

(
注
目
を
)

・

開
く

・
ふ
き
上
げ

る

・
拭

く

・
膨

ら
む

・

浮
上

す
る

・
物
色
す
る

・

不
能

に
な
る

・
踏

み
鳴

ら

す

・
ふ
り
そ
そ
ぐ

・
勉
強

す
る

・
奉
仕

す
る

・
暴
走

す
る

・
ほ
え
る

・
ほ
ど
い

た
り
結
ん
だ
り
す
る

・
掘

る

・
本
格

化
す
る

・
奔

走

す
る

・
ま
き

こ
む

・
ま

と

め
る

・
ま
わ
す

・
廻
る

・

見
え
隠
れ
す

る

・
磨
く

・

見

る

・
向

か
う

・
迎

え

る

・
め
ぐ
る

・
も

て
あ

そ

ぶ

・
戻
す

・
戻
る

・
物

心

つ
く

・
も
み
ほ
ぐ
す

・
洩

れ
る

・
厄
介

に
な
る

・
や

る

・
歪
む

・
揺
さ
ぶ
る

・

揺
れ
動
く

・
横
た
わ
る

・

読

み
上

げ

る

・
流

行

す

る

・
流
布
す

る

・
わ

か
れ

る

・
湧
く

・
笑
う

 
 
全
三
五
七
種
類

(
一
) 

両
表

現

に
共

通
し

て
現

れ

た
動

詞

に

つ
い

て

 
今

回

収
集

し
た

用
例

の
中

か

ら
五

例
以

上
出

現

し

た
語

を
取

り

上
げ

比

較

し

て
み
た

結
果

、
出

現
頻

度

に
は
差

が

あ

る
も

の
の
、

共

通
す

る

語
が

一
一
語

あ

っ
た
。
両
表

現
が

同

一
の
語
に
接

続

す

る
傾
向

に
あ

る

こ
と

は
、

寺
村

氏

に

よ
り
既

に
指

摘
さ

れ

て

い
た
が

、
今

回

の
結

果

で
は
次

に

示
す

よ

う

に
多
く

が

い
わ

ゆ

る

「自

動
詞

」
と

さ

れ

る
も

の

で
あ

っ
た

。

 
歩

く

(九

七

・

一
七
)
 

走

る

(
五

三

・
五
)
 

泣

く

(
四

八

・
五
)

動

く

(三

二

二

二
)

降

る

(
一
六

・
五

)

話

す

(
一
二

・
七
)

鳴

る

(
一
〇

・
八
)
 

喋

る

(
六

・
五

) 

流

れ

る

(
六

・
九

) 

吹

く

(
六

・

六
)
 

聞

こ
え

る

(
五

・
七

)

*

(

)
内

の
上

段
は

「～

出
す

」

の
頻

度
数

を

下
段

は

「
～
始

め

る
」

の
頻

度

数
を

表
す

。

(
二
) 

前

接

す

る
動
詞

の
頻

度

に

つ
い

て

 
表

!
と
表

2

の
結
果

を
頻

度

の
点

か

ら
比
較

す

る

と
、 

「
～
出

す

」
は

一
部

の
動
詞

に
用

例
が

集
中

し

て

い
る

こ
と

に
気

づ

く
。

三

〇
例

以

上

の

も

の
は

「
言
う

(
一
三

二
例
)

」
、 

「歩

く

(九

七
例

)
」
、 

「笑

う

(六

九

例
)

」
、 

「走

る

(五

三
例

)
」

、 

「泣

く

(
四
八
例

)

」
、 

「
駆
け

る

(
四
六
例

)
」

、 

「動

く

(三

二
例
)

」

と

七
語

あ

り
、

こ
れ
だ

け

で

も
全

体

の
総

用
例

数

の
約
六

二
%
を

占
め

る

。

一
方

「～

始

め

る
」

は
、

「歩

く

(
一
七
例
)
」
、

「動

く

(
一
二
例

)
」
、

「
起

こ
る

(九

例

)
」
、

「流

れ

る

(九
例

)

」
等
が

高

順
位

の
も

の
で
あ

る

が
、

頻
度

が

一
番
高

い

「歩

く
」

で
も

一
七
例

に
と

ど
ま

り
、

反

対

に
五

例
以

下

の
も

の
が

五

〇

八
例

と
全

体

の
約

八

二
%
を

占

め
た

。 

「
～
出

す

」

に
見

ら

れ
た

よ

う

な

一
部

の
語
に

つ
い
て

の
集

中

的

な
使

用
は

確

認
さ

れ
ず

、

「～

始

め

る
」

は

「
～
出
す

」

と
反

対

の
傾
向

に

あ

る

こ
と
が

わ
か

っ
た

。

 

(
三
)
前

接
す

る
動
詞

の
形
式

に

つ
い

て

一g一



 
次
に
、
両
表
現
に
ど
の
よ
う
な
形
で
動
詞
が
前
接
し
て
い
る
か
に
着
目

す
る
。
表
1
、
2
の
結
果
に
よ
れ
ば
、 
「～
出
す
」
は
そ
の
語
の
ほ
と
ん

ど
が
、 

「歩
き
出
す
」
、 
「歌
い
出
す
」
の
よ
う
な
和
語
動

詞

一
語
の

単
純
な
連
用
形
で
あ
る
の
に
対
し
、 
「～
始
め
る
」
に
は
そ
れ
以
外
の
形

も
多
く
出
現
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
次
の
四
つ
の
形
で
あ
る
。
例
文

に
続
き
、
今
回
の
調
査
よ
り
収
集
し
た
動
詞
の
一
覧
を
示
す
。

1
. 

「発
達
し
始
め
る
」
、 
「演
奏
し
始
め
る
」
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
サ

変
動

詞

。 

(七
四
例
)

例

(1
)
犬

の
名
前
の
こ
と
で
娘
た
ち
が
大
騒
ぎ
し
始
め
た
。
亜
紀
子
は

 
 
 
父
で
あ
る
貢
に
全
権
を
委
ね
ま
し
ょ
う
、
と
提
案
し
た
。
名
前
な

 
 
 
ど
、
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
(『災
厄
の
犬
』)

例

(2
)
ス
タ
ー
ト
五
分
前
。
ふ
た
た
び
号
砲
が
鳴
り
、
信
号
旗

勺
旗
が

 
 
 
掲
げ
ら
れ
る
と
、
二
十

一
隻
の
ク
ル
ー
ザ
ー
は
い
っ
せ
い
に
動
き

 
 
 
出
し
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
は
じ
め
た
。
(『赤

 
 
 
い
帆
船

(ク
ル
ー
ザ
ー
)
』
)

「～
始
め
る
」
に
前
接
す
る
サ
変
動
詞

一
覧
(算
用
数
字
は
用
例
数
を
示
す
。

記
載
の
な
い
も
の
は
1
例
を
表
す
。
)

 
移
動
す
る
2
 
炎
上
す
る
 
演
奏
す
る
2
 
回
転
す
る
 
下
降
す
る

 
活
動
す

る
 
機
能
す
る
 
逆
転
す
る
 
警
戒
す
る
 
痙
攣
す
る

3

硬

 
直
す
る
 
合
流
す
る
 
殺
到
す
る
2
 
自
覚
す
る
 
集
中
す
る
2

 
出
現
す
る
 
紹
介
す
る
 
上
下
す
る
 
上
昇
す
る
 
侵
入
す
る
 
説

 
明
す
る
 

増
加
す
る
2
 
続
出
す
る
 
測
定
す
る
 
探
索
す
る
 
調

 
査
す
る
 
跳
梁
す
る
 
沈
没
す
る
 
点
検
す
る
 
南
下
す
る
 
発
達

 
す
る
2
 

浮
上
す
る
 
物
色
す
る
 
勉
強
す
る
 
奉
仕
す
る
 
暴
走

 
す
る
 
奔
走
す
る
 
流
行
す
る
 
流
布
す
る
 
急
高
騰
す
る
/
活
発

 
化
す
る
2
 
深
刻
化
す
る
 
本
格
化
す
る
/
愛
す
る
 
治
す
る
 
呈

 

す

る

/

は

っ
き

り

す

る

/

行

き

来

す

る

 
大

騒
ぎ

す

る

 

肩

入

れ

す

 

る
 

こ
だ

ま

す

る
 

見

え

隠

れ

す

る

/

濃

く

す

る
/

電

話

を

す

る

 

話

を
す

る
 

家

の

こ
と

を

す

る
 

遊
び

を
す

る
 

吉

原

通

い

を
す

る

 

/

音

が
す

る
/

ざ

わ

ざ

わ

す

る

2
 

じ

り
じ

り
す

る
 

う

つ
ら

う

づ

 

ら
す

る
/

行

っ
た

り
来

た

り
す

る
 

ほ
ど

い
た

り
結

ん
だ

り
す

る

 

右

に
見

る
よ

う
に

「演
奏

す

る
」
の
よ
う

な

「
漢

語

+
す

る
」
の
ほ
か

、

「話

を
す

る
」

や

「ざ

わ
ざ

わ
す

る
」
、

「行

っ
た

り
来

た

り
す

る
」

な

ど

さ

ま
ざ

ま

な
形

が
確

認
さ

れ
た

。

2
. 

「
歩
き

回

り
始

め

る
」
、
 

「
買

い
取

り
始

め

る
」

と

い

っ
た

二
語

の

複

合
動

詞
。
 

(
一一二

例
)

全
体

と

し

て
は

三
語

の
複

合

と

な

る
。

例

(
3
)
杏

子

の
目

の
中

で
、

輝

き
を

失

っ
た
海

が

徐

々

に

そ

の
色

を

取

 

 

り
戻

し
始

め
た

。
夕

暮

れ

の
時

間
だ

っ
た

。
あ

と

小

一
時

間

も
す

れ

 

 

ば

、

ケ
ネ

ス

に
会

え

る
。

(
『
炎

の
花

』
)

「
～
始
め
る

」
に
前
接

す

る

一
一語
の
複

合
動

詞

一
覧

 

歩

き
回

る

2
 

打

ち
合

わ

せ

る
 

買

い
取

る
 

駆

け

お

り

る

2
 

語

り

 

か

け

る
 

聞

き

込

む

 

し

の
び

よ

る

 

す

す

り

泣

く
 

取

り

上
げ

る

 

取

り

つ
く
 

取

り

戻

す

2
 

泣

き

じ

ゃ
く

る
 

投
げ

つ
け

る
 

撫

で

 

回
す

 
飲

み

込
む

 

 

は

や

し

た

て
る

 

引

き

合

う

 

引

き

返

す

2

 

吹

き

上
げ

る
 

吹

き

出

す

2
 

踏

み

鳴

ら

す

 

ふ

り

そ

そ

ぐ

 

ま

き

 

こ
む
 

も

み
ほ
ぐ

す
 

揺

れ
動

く
 

読

み
あ
げ

る

3
. 

「響

か
せ
始

め

る
」

、 

「取

り

上
げ

ら
れ

始

め

る
」

と

い

っ
た
前

接

す

る
動
詞

に
ヴ

ォ
イ

ス
が
付
着

し

た

も

の
。
使

役

形
、

受
身

形
と

も

に
確

認
さ

れ
た

。 

(
一
九

例

)

例

(
4
)

テ

レ

ッ
ク

ス
が
カ

タ
カ

タ

と
鳴

り
、

図

形

(
パ

タ

ー

ン
)
受

信

 

 

用

の

フ

ァ
ク

シ

ミ
リ
が

、
ジ

イ

ジ
イ

パ

チ
パ

チ
と

ス

パ

ー

ク

の
音

を

 

 

ひ

び
か

せ
は

じ
め

た

が
、
み
ん

な

は
椅

子
に

腰

か
け

た

ま
ま

、
動

か

g



 

 

な

か

っ
た
。

(『
日
本
沈

没
』
)

「
～
始

め
る

」
に
前

接
す

る
使

役

形

・受

身

形
動

詞

一
覧

 
売

ら
れ

る

 

う

わ

さ

さ
れ

る

 

覆

わ

れ

る

 

行

わ

れ

る

2
 

感

じ

ら

 

れ

る
 

さ

さ

や

か

れ

る

2
 

た

た

か

れ

る
 

唱

え

ら

れ

る

 

取

り
上

 
げ

ら

れ

る
 
取

り

つ
か

れ
る
/

(
物

と
物

を
)

打
ち

合

わ
せ

る

 
痙
攣

 

さ

せ

る
 

こ
だ

ま

さ

せ

る
 

滑

ら

せ

る

 

悩

ま

さ

れ

る

 
慣

ら
さ

れ

 

る
 

響
か

せ

る

4
. 

「
大
き

く
な

り
始

め

る
」
、 

「
地
球

規
模

に

な

り
始

め

る
」

の
よ

う

な

「形

容

詞

・
名

詞

+
な

る
」

の
形

。 

(
一
九

例

)

例

(
5
)
「
そ
ん

な
ん
、
べ

つ
に
片

端

か
ら

見

て
廻

ら
ん

で
も

エ

エ
や

な

い

 

 
か

。
」
塩

田
は

そ

ろ
そ

ろ
酒

の
気

が
切

れ

た

の
か
、
機

嫌

が

わ

る
く
な

 

 
り

は
じ

め

て
い

る
。

(
『ず

ぼ

ら

』
)

 

な
お

、

こ

の
形
式

に

つ
い
て
は

、
今

回
収
集

し

た

一
九
例

の
う
ち

一
七

例

が

『
日
本

沈
没

』
か

ら

の
も

の

で
あ

っ
た
。

作

者

(
小
松

左

京
)

に
特

徴
的

な

表
現

と
見

る

こ
と
も

で
き

る

た
め

、
今

後

調
査

対
象

を

広
げ

更

に

検

討
す

る
必

要
が

あ

る
。

「
～
始

め
る
」
に
前

接
す

る

「
～
な

る

」
を

と
も

な
う

表

現

一
覧

(
*
は
『
日
本

沈
没

』
か
ら

の
用
例

)

 

う
ま

く

い
か
な

く
な

る

*
 

ス
ケ

ー

ル
に
な

る

*

 

止
め

な

く
な

る

*
 

悪
く

な

る
2
(1

*
)

暗

く

な

る

*

 

疑

わ

な
く

な

る

*
 

顕

著

に
な

る

*
 

順

調

に

な

る
 

暑

く

な

る

*

 

少
な

く

な
る

*
 

真

剣

に
な

る

*
 

浅

く

な

る

*

 
大

き

く
な

る
2

*
 

地
球

規
模

に

な

る

*
 

熱

く
な

る

*

 

不
能

に
な

る

*
 

厄
介

に
な

る

 

こ
れ
ら

の
表
現

は
、 

「
～
出
す

」

に
前

接
す

る
動

詞
に

つ
い

て
も
わ
ず

か

で

あ

る
が

確

認

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

形

の
も

の
が

全

用
例

(
「
～
出

す
」
七

七
〇

例
、
 

「～

始

め

る
」
六

二

二
例

)
に

占

め

る
割

合

を
各
表

現

別
に

ま
と

め
た

も

の
が

表

3

で
あ

る
。 

「
～
出

す
」

は

、

こ
れ

ら

の
表

現

は
全

体

の
約

五

%
し

か
な

く
、

九

四

%
以

上
が

単
純

な
和
語

動

詞

一
語

の
連

用

形

で
あ

る
。
 

「
～
始

め

る
」

は
、

約

七
七

%

が
和

語

動
詞

一
語

の
連

用

形

で
あ

る
も

の

の
、

こ
れ

ら

の
形
式

の
も

の
が

全
体

の
約

二

三

%
を
占

め
、 

「
～
出
す

」

よ

り
も

こ
の
よ

う
な

形

の
動

詞

の
使

用
率

が

高

く

、
前
接

す

る
動

詞

の
バ

リ

エ
ー

シ

ョ
ン
が
多

い
こ
と

が

わ

か
る

。

表

3
. 

「
～
出
す

」 

「～
始
め

る
」

に
前
接
す
る
動
詞

の
形
式
に
よ
る
比
較

6 連  5 な  4 3 z 1 前
用  ' る  ' 接

そ 形 和 L
一 使 二 サ す

の 語 形 役 語 変 る
他 動 容 形 の 動 動

詞 詞 o 複 詞 詞
一 ● 受 合 の
語 名 身 動 形
の 詞 形 詞 式
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五
 

「
～
出
す
」
と
意
志
表
現

 

「
～
出

す
」

と

「～

始

め
る
」

の
違

い
は
、

し
ば

し
ば

意
志

表

現
を

と

る
か
ど

う

か

と

い
う
点

か

ら
も
説

明

さ
れ

る
。

森

田
氏

は
、 

「
～
出
す

」

は

「自

身

の
こ
と

で
も

結
果

的

に
事
実

を
叙

す

場
合

」

に
用

い

る
と

し
、

「
自

己

の
意
志

的

判
断

」
、
例

え
ば

「
そ

ろ
そ

ろ
本

を
読

み
出

そ

う
か
 

と

は

言

わ

な

い

」

と
述

べ
ら
れ

、
姫

野
氏

も

「～

出

す
」

は

「意

志

的

表

現

に

そ
ぐ

わ
な

い
」
と

し
、

次

の
よ

う
な

例
を

挙
げ

て
お

ら

れ

る

。

 

 

?
早

く
や

り
だ

せ

:
早

く
や

り
始

め

ろ

 

 

?
今

す
ぐ

読

み
だ

し
た

い

:
今
す

ぐ
読

み
始

め
た

い

 

 

?
今

日
中

に
論

文

を
書

き
出

し

て
お

こ
う

:
今

日
中

に
論

文

を
書

き

 

 
 

始

め

て
お

こ
う

 

ま

た
、

今
井

氏

も
、 

「す
ぐ

に
そ

の
本

を
読

み
始

め

よ
う

 

?
す
ぐ

に

そ

の
本
を

読

み
出

そ
う

」
、 

「す

ぐ

に
そ

の
本

を
読

み
始

め

た

い
 

?
す

ぐ

に

そ

の
本
を

読

み
出

し
た

い
」
 

「
早
く
食

べ
始

め
た

い
 

?
早

く
食

べ

出

し

た

い
」
等

の
例
文

を
挙
げ

、 

「
～
出
す

」

は

「
命
令

、

使
役

、
意

志

の
文

脈

で
現
れ

に

く

い
」

と
し

て
い

る
。

そ
し

て
こ

の
現

象

は

「
話
者

の

判

断

や
推

論
を

表

わ
す

モ
ダ

リ

テ

ィ
形
式

と
平

行
的

で
あ

る
」
と
し

、
「ら

し

い

」

「
よ
う
だ

」

「
そ
う

だ
」
な

ど

は

こ
れ
ら

の
文

脈

で
現

れ
な

い
が
、

こ
れ

は

「
モ
ダ

リ

テ

ィ
形
式

を
含

む
文

の
話

者

が
、

命
題

が

表
現

す

る
事

態

に

対
し

て
制

御

力
を

持

っ
て
い
な

い

こ
と

に
由
来

す

る
」

と
述

べ
て
お

ら

れ

る

。

日
本

語

教
師

用

の
文
法

手

引

書

で
あ

る

『
初

級

を

教

え

る
人

の
た

め

日
本

語

文
法

ハ

ン
ド
ブ

ッ

ク

』
 

(
二
〇
〇

六
年

)

に
お

い

て
も

「～

出
す

」
は

、

「(3
)の
よ
う

な
意

志
表

現

と
と

も

に
は
あ

ま

り
使

わ
れ

ま

せ

ん
」

と

し
、

次

の
例
文

が
挙

げ

ら
れ

て
い

る
。

 

(
3
)
6
時

頃

か
ら

料

理
を

{作

り

始

め
よ

う
/

(
?
)
作

り
だ

そ

う

}
。

 

以

上

の
よ
う

に
、

開
始

の

「～

出
す

」

は

「
～
始

め

る
」

と

異

な
り

、

意

志

の
表

現

を
と

り
に

く

い
こ

と
が

そ

の
特

徴

と
し

て
指

摘

さ

れ

て

い
る
。

し
か

し
、

山
崎

氏

は

「
自
己

の
意

志
的

表

現
を

表
す

例
が

あ

っ
た

」

と
し

て
次

の
よ

う

な
例

を
挙
げ

て
お

ら
れ

る

。

 

 
グ

レ
ー

の
背
広

を

着
込

ん
だ

、
頑

丈

そ
う

な
体

つ
き

の
男

が

ひ
ど

く

 

自
身

あ

り
げ

に

、
ぼ

く

に
近
づ

い
て
く

る
。

男

の
表
情

が
か

ん

に

さ
わ

 

っ
た
。
ぼ

く
は

く

る
り
と

後

ろ
を
向

い
て
、

歩
き

出

そ

う
と

し

た
。

 

確

か

に

こ
れ
は

、 

「
～
出

す
」

の
意

志

の
表

現

で
あ

る

と

い
え

る
。

こ

れ

に

つ
い

て
は
、 

「～

出
す

」
が

「
～
ま

し

ょ
う
、

～

ま

せ
ん

か

、
等

の

依

頼

、
勧

誘

の
表

現
」

で
は

現

れ
な

い

こ
と
か

ら
、

こ
れ

は
特

殊

な
例

で

あ

る

と

の
位
置

づ

け
が

な
さ

れ

て

い
る
。

 

本

調
査

に

お

い
て
も

、 

「
歩
き

出

そ
う

」

の
よ

う
な
意

志

表

現

が
見

ら

れ
た

。
確

認
さ

れ
た

の
は
、
全

一
七
例

で
次

の
三

つ
の
形

に
大

別

で
き

る
。

1
. 

「～

出

そ
う

」
。

い
わ
ゆ

る
意
向

形

。 

(九

例
 

 
【
内

訳
】

:
駆
け

 

 

る

4
 

歩

く

3
 

走

る
1
 

笑

う
ー

)

例

(
6
)

小

野
寺

の
腕

の
後

ろ

か
ら

、
ぱ

っ
と
と
び

出

す

と
、

ヒ
ス

テ
リ

 

 

ッ
ク

に
叫
び

な

が

ら
、

ロ
ー
タ

ー

の
回
転

を

あ
げ

つ

つ
あ

る

ヘ
リ
に

 

 

向

か

っ
て
走

り
出

そ
う

と
し

た
。

(
『
日
本

沈
没

』
)

 

「
～
出

そ

う
」

と

い
う
表

現

は
、
今

回

の
調
査

で
は

「
～
出

そ

う

と
す

る
」

と

い
う

形

で
全

て
出
現

し

て

い
た
。

2
.

「
～

出
し

た

い
」
。

い
わ

ゆ

る
願
望

形
。

(
七
例

 

 
【内

訳

】
:
泣

く

5

 

 

笑

う

2
)

例

(
7
)

サ

エ
コ
は
急

に

は
し

を
放

り
投
げ

て
泣

き

出
し

た

く
な

っ
た
。

 

 

(
『
ピ

ン
ク

・
バ

ス
』
)

例

(8

)
枯

れ
葉

が

ハ
ラ

ハ
ラ
と
恨

一
郎

と
玲

子

の
頭

上

に
舞

い
落
ち

た

。

 11一



 

 

恨

一
郎

は

泣

き
だ

し
た

か

っ
た
。

(『
広

島

に
原

爆
を

落

と
す

日
』
)

3
. 

「～

出
す

つ
も

り
だ
」
 

(
一
例

 

 
【
内

訳
】

:
咲

く

ー
)

例

(
9
)

で
も

、

私
、

こ
れ

か

ら
咲

き
出

す

つ
も

り
、

生
き

て
ゐ
る

甲
斐

 

 

に
ね
。
 

(
『
晩

菊
』

)

 

こ

の
例

は
意

志

表
現

と
考

え

ら
れ

る
が

、

こ

の
場

合

は
自

分

の

こ
と
を

花

に

た
と

え
た

比

喩
的

な
言

い
方

で
、

小
説
作

品
独

特

の
修

辞
的

な
色

彩

が

強

く
感

じ

ら
れ

る
。

 

以

上
、

意

志

表

現
が

確

認

さ
れ

た

語

は
、 

「
駆

け

る
」

、 

「
走

る
」

、

「歩

く
」

、 

「笑

う
」

、 

「泣

く
」

、 

「
咲

く
」

の
六

語

で
あ

っ
た
。

こ

の
中

で

「
咲
く

」

は
例

(
9
)

に
見

た

と
お

り
、
特

殊

な
表

現

で
あ

る

こ

と
か

ら
除

外
し

て
考
え

る

と
、
残

り

の
動

詞
は

全

て

「
四
、
調

査
結

果

(
二
)

前

接

す

る
動
詞

の
頻
度

に

つ
い
て
」

の
と

こ
ろ

で
見
た

、 

「
～
出

す
」

に

前

接

す

る
動
詞

と

し

て

の
出

現

頻
度

が
高

い
も

の
と
重

な

る
も

の

で
あ

っ

た
。
今

回
、
対
象

作

品

の
中

か

ら

は

こ
れ
ら

の
う

ち

「言

う
」
と

「動

く
」

に

つ
い

て
は
、

意

志
表

現

を
含

む
用

例
を

収
集

で
き
な

か

っ
た
が

、
次

に

示
す

よ
う

な
使

用

例
も

あ

り
、

こ

の

二

つ
に

つ
い
て
も

意
志

表
現

の
使

用

は
可

能

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

例

(
10

)
首
相

は

通
常

国
会

終

了
直

後

の

一
日

の
記

者
会

見

で
も

「
民
営

 

 

化
準

備
を

進

め

る
た

め

の
公
社
だ

と

い
う
認
識

を

も

っ
て
も
ら

い
、

 

 

本
格

的
な

郵

政
民

営
化

に

向
け

動
き

出

し
た

い
」

と
述

べ
、

自

民
党

 

 

内

の
抵
抗

を

押
し

切

る

こ
と

に
自
信

を

示
し

た
。 

(
『
産

経
新

聞
』

 

 
 

二
〇
〇

二
年

八
月

一
四
日
東

京
版

朝

刊
)

例

(
11

)
シ
リ

ー
ズ

史

上
初

と

な

る
予
告

先
発

に

つ
い
て
、
岡

田
監
督

は

 

 

会
議

後
、 

「
投
手

コ
ー
チ

と
決

め

た
。
会

議

で
は

こ
ち
ら

か
ら

言

い

 

 

出

そ
う

と
思

っ
て

い
た
」

と
説

明
。
 

「
フ
ァ

ン
の
た

め
に

な

る
し
、

 

 

戦
略

上

も
プ

ラ

ス
に

な

る
と
思

っ
て

O
K
し

た
。

短
期

決

戦
だ

し
、

 

 

こ
ち

ら
が

不
利

に

な

る
と
は

考

え

て
は

い
な

い
」

と
言

い
切

っ
た

。

 

 

(
『
産
経

新
聞

』

二
〇
〇

五
年
十

月

二
二
日
東

京
版

朝

刊

)

 

こ
の
よ

う

に
、 

「～

出
す

」
は

、
意

志

表
現

を

と
り

に

く

い

こ
と
が

従

来

指
摘

さ

れ

て
き

て

い
る
が

、 

「～

出
す

」

に
前
接

す

る
動

詞

で
そ

の
使

用

の
頻

度

が
高

い
も

の
に

つ
い
て
は
意

志

の
表

現

の
使

用

が
確

認

で
き

た
。

更

に
、

稿

者

の
内
省

に

基
づ

け
ば

、

こ
れ

ら

の
表
現

は
、

特

に
不
自

然

で

使

用
が

避

け

ら
れ

る

べ
き

も

の
で
は

な

い
よ

う
に

思
わ

れ

る
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

(栖

 

な

お
、

「～

始

め

る
」
の
意

志
表

現

で
今

回
確

認

さ
れ

た

も

の
は

一

で
あ

っ
た

。六
 
ま
と
め
と
考
察

 

「
～
出

す
」

と

「～

始
め

る
」

に
前

接

す

る
動

詞
に

つ
い

て
小
説

作

品

に
お

け

る
用
例

調
査

を

行

っ
た
結

果

、
次

の
よ
う

な

こ
と

が
明

ら

か
に

な

っ
た

。

 

開
始

を

表
す

「
～
出

す
」

と

「～

始

め
る
」

に
前

接
す

る
動

詞

に
共

通

す

る
も

の
は
、
今

回

の
調
査

で
は
、
 
「
歩

く
」
、

「
走

る
」
、

「
泣
く

」
、

「
動

く
」

、 

「降

る
」

、 

「話
す

」

、 

「
鳴

る
」

、 

「喋

る
」

、 

「流

れ

る
」

、 

「
吹

く
」

、 

「
聞

こ
え

る
」

で

あ
り

、
そ

の
大
部

分
が

自
動

詞

で

あ

っ
た
。

両
表

現

に
は

こ
の
よ

う

に
共

通
す

る
も

の
も

存

在
し

た
が

、

そ

れ
以

上

に
各
表

現

に
前

接
す

る
動

詞

つ
い

て
特
徴

的

で
あ

っ
た

の
は
次

の

よ
う

な
傾

向

で
あ

る
。

 

「
～
始

め

る
」

に
前

接

す

る
動
詞

は

「～

出
す

」

に
比

べ
、

多
種

多

様

で
あ

る
。

前
接

す

る
動

詞

の
種

類
そ

の
も

の
が
多

く
、

一
部

の
動

詞

に
偏

っ
た

使

用
は

見

ら
れ
な

い
。
さ

ら

に
個

々

の
動
詞

の
形
に

着

目
す

る
と

、

い
わ

ゆ

る
サ
変

動

詞
や

、

複
合

動
詞

、
使

役

形
、

受
身

形

と

い

っ
た
動

詞

一12一



の
変

化

形
も
多

く

確
認

さ

れ
た

。

そ

の
意

味

で
、
 

「
～
始

め

る
」

は
、

開

始

を
表
す

造

語
成

分

と
し

て
広

い
汎

用
性

を

持

つ
語

で
あ

る

と

い
え
る

。

一
方

、 

「～
出

す

」
は

、 

「
～

始
め

る
」

と

は
対

照
的

で
あ

っ
た
。

前
接

す

る
動

詞

の
種

類

は

「
～
始

め

る
」

に
比

べ
少

な
く
、

そ

の
大

部
分

が
和

語
動

詞

で
あ

り
、

サ
変

動

詞
や

複
合

動

詞
そ

の
他

の
動

詞

の
変

化

形
が

占

め

る
割
合

も
少

な

い
。

「言

う

(
一
三

二
例
)
」
、

「
歩

く

(九

七
例

)
」
、

「笑

う

(
六
九
例

)
」 

「
走

る

(五

三
例
)

」
、
 

「泣

く

(
四
八
例

)
」
、

「駆

け

る

(
四
六

例
)

」
、 

「
動

く

(
三

八
例
)

」

と

い

っ
た

自
動

詞

を

中
心

と

し
た

こ
れ

ら

の
語

に
突

出
し

て
用
例

が
多

く
、

極

度

の
偏

り
が
観

察

さ
れ

た
。

こ
れ

は
、 

「
～
出

す
」

と

い
う

表
現

が

あ

る
種

の
決

ま

っ
た

動

詞
に

つ
い
て
か

な
り

の
頻

度

で
繰

り
返

し

使

わ
れ

て

い
る

こ
と

を
意
味

し

て

い
る
。 

「
～

出
す

」

に
は

慣

用
度
が

か

な

り
高

い
組

み
合

わ

せ
が
存

在

し

て
い
る

と

い
え

そ
う

で
あ

る
。

 

ま
た
、
 

「
～
出

す
」

は

一
般

に

と
ら

な

い
と

さ
れ

る
意

志
表

現

に

つ
い

て
も
、
こ
れ
ら

の
語

に

つ
い
て

は
使

用
例

が
確

認

さ

れ
た

。
こ
の

こ
と
は

、

使

用
頻
度

の
高

さ

と
関

係
が

あ

る

の

で
は
な

い
だ

ろ
う
か

。
使

用

範
囲

の

広

い

「
～
始

め

る
」

は
開
始

を

表
す

造

語
成

分

が
付
着

し

た

語

で
あ

る
と

見

る

の
が
ふ

さ
わ

し

い
が

、
こ
れ
ら

の
場

合

は
そ

の
よ
う

に
見

る

よ
り

も
、

む

し

ろ

一
体
化

し

た
語

(
一
語

)

で
あ

る
と

捕

ら
え

た
方

が

い

い

の
か

も

し

れ
な

い
。

開
始

の

「
～
出

す

」 

「
～
始

め

る

」
を

二
語

の
複

合

と
考

え

た
場

合

に
、 

「～

出
す

」

に
は

「
～
始

め

る
」

よ
り

も
前

項
、

後

項

の
結

合
度

が
強

く

、
複

合

の
進

ん
だ

段
階

に
位

置

し

て

い
る
語

が
存

在

す

る
と

考

え
ら

な

い
だ

ろ
う

か
。

 

以
上

の
こ
と
を

踏

ま
え

て

日
本

語
教

育

の
現

場

に
お
け

る

応
用

を
考

え

た
場

合
、

次

の
よ

う
な

こ
と
が

考

え
ら

れ

る
。

 

一
般
的

に

両
表

現

は
開

始

を
表

す
造

語
成

分

(複
合

動

詞
後

項

)
と

し

て
同

列

に
学

習
者

に
提

示

さ

れ

る

こ
と
が
多

い
が
、

先
に

述

べ
た

よ
う

に

前

接
す

る
動

詞

に
は

そ
れ
ぞ

れ
に

特
徴

的

な
傾
向

が

あ
る

。

よ

っ
て
、

学

習

者

に
は

そ

れ
を

示

し
た

上

で
、
広

い
範

囲

で
使

用
可

能

な

「
～
始

め

る
」

を

一
般
的

な

開
始

を
表

す

造
語

成

分
と

し

て
提

示
す

る

の
が
望

ま

し

い
。

ま
た

、

両
表

現

の
使

い
分

け

の

一
基
準

と

し

て
示
さ

れ

て
い

る
意
志

表

現

の
使

用

の
可

否

に

つ
い

て
は
、

「～

出
す

」
の
使

用
頻

度

の
高

い

語

(
「
歩

き
出
す

」
、

「笑

い
出

す
」
な

ど
)
に

つ
い

て
は

「～

そ
う

と
す

る
」

「
～

た

い
」
等

の
表

現

で
使

用

可
能

で
あ

る

こ
と
を

示
す

こ
と

も
有

効

で
あ

る

と
思

わ
れ

る

。
七

今
後
の
課
題

 
今

回
は

、

小
説

作

品
と

い
う

限

ら
れ

た
資

料

を
対
象

に

、
前

接
す

る
動

詞

の
形
式

に

着

目
し

て
調

査

を
行

っ
た

。
 

「は

じ
め

に
」

と

の

こ
ろ

で
も

述

べ
た
が

、

両
表

現

の
違

い

を
考

え

る
に

当
た

っ
て
は
、

こ
れ

ら

の
持

つ

意
味

の
違

い
も
考

え

る
必

要

が
あ

る
。

先
行

研

究

で
は
、

こ
の
点

か

ら
両

表
現

の
使

い
分

け

に

言

及

し

て

い

る
も

の

も
あ

る

。

こ

の
点

に

つ
い

て

は
、

今
後

、

副
詞

や

形
容

詞

を
含

む
修

飾

成
分

、

及
び

両

表

現
が

使
わ

れ

て

い
る
文

脈

の
調
査

か
ら

分
析

を

試

み
た

い
と

考
え

て

い
る

。
ま

た
、

こ

れ

と
平
行

し

て
、

調
査

対

象
資

料

を
更

に
広

げ

て

い
く
必

要

が
あ

る
。

新

聞
記

事

や
論

説
等

対
象

と

す

べ
き

言
語

資
料

は

多
く

残
さ

れ

て

い

る
。

今

後
、

現

場

の
指
導

に
活
か

す

べ
く
、
更

に
多

く

の
用
例
を

収

集

し
、
総

合

的

に
検

討
し

て
い
き

た

い
。
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注
(1
)
松

田
文

子
氏

『
日
本
語
複
合
動
詞

の
習
得
研
究
』
 
(ひ

つ
じ
書

房
 

二
〇
〇

四

 

 

年
)

(2
)
韓

国
語
学
習
者

の
実
態

に

つ
い
て
は
白
以
然
氏

「複

合
動
詞

『
～
出
す
』
・
『
～

 

 

始
め

る
』
の
習
得
-
韓
国
語
を
母
語
と
す

る
学
習
者

の
意

識
を
中
心
に
ー
」
(『
人

 

 

間
文
化
論

叢
 
第

8
巻
』

お
茶

の
水
女
子
大
学

 
二
〇
〇
五
年
)

に
詳
し

い
論

 

 

考
が
あ

る
。

(3
) 

『複
合
動

詞
資
料
集
』 

(国
立

国
語
研
究
所
 

一
九
八
七
年
)
に
よ
れ
ば
複
合

 

 

動
詞
構
成

要
素
と
し

て
の

「～
出
す
」
は

「
～
得
る
」
と
並
び
使

用
頻
度
第

一

 

 

位

で
あ

る
。
な
お
、

こ
こ
で

の

「～
出
す
」

に
は
開
始
以
外

の
意
味

を
持

つ
も

 

 

の
も
含
ま
れ

る
。

(4
)
松
田
文
子
氏

は
前
掲
書

(注

(1
)
)
に
お

い
て
、
複
合
動
詞

「～

こ
む

」
の

 

 

習
得
研
究

を
行
う
に
当

た

っ
て
、 

「母
語
話
者

と
同
じ
よ
う

に
適
切

文
を
適
切

 

 

だ

と
判

断
し
、
非
適
切
文

を
非
適
切
だ
と
判
断

で
き
る

こ
と
」
を

「語

の
意
味

 

 

を
知

っ
て
い
る
こ
と
」
と
定
義
し

て
お
ら
れ

る
。

(5
)
寺
村
秀

夫
氏

「活

用
語

尾

・
助
動

詞

・
補
助
動
詞
と
ア

ス
ペ
ク
ト

ω

」 
(
『
日

 

 

本
語

・
日
本
文

化
』
大
阪
外
国
語
大
学
 

↓
九
六
九

年
)

(6
)
寺
村
秀

夫
氏

『
日
本
語

の
シ

ン
タ
ク

ス
と
意
味

目
』
 
(く
ろ
し
お
出
版
 

一
九

 

 

八
四
年
)

(
7
) 

な
お
、
寺

村
氏

の
用
例

で
は
、 

「ほ
と
ん
ど

の
日
本

人
が

お
か
し

い
と
感
じ

 

 

る
も

の
」
に

「
*
」
を
、

「人
に
よ

っ
て
判
定
が
か
な

り
違

う
も

の
」
に
は

「?
」

 

 

が

つ
け

ら
れ

て
い
る
。

以
降

、
引
用
し
た
各
論
考

に
お

い
て
も
、 

「?
」
が
使

 

 

わ
れ

て
い
る
が
、

こ
れ

も
同
様
に
、
人
に

よ

っ
て
判
断
が
分

か
れ
る
、
自
然

と

 

 

は
言

い
難

い
表

現
で
あ
る

こ
と
を

示
す
記
号

で
あ

る
。

(8

) 
姫
野
昌

子
氏

『
複
合
動
詞

の
構
造

と
意

味
用
法
』
 
(
ひ
つ
じ
書

房
 

一
九
九

 

 

九
年
)

(
9
) 

山
崎
恵
氏

「開
始

の
局
面
を
取
り
立

て
る
局
面
動
詞
に

つ
い
て
ー

『
～
始
め

 
 
る
』 

『～
出
す
』

の
用
法
比
較
1
」 

(
『阪
田
雪

子
先
生
古
希

記
念
論

文
集

日

 

本
語
と
日
本
語
教
育
』

三
省
堂
 

一
九
九
五
年
)

(
10

)
益
岡
隆
志
氏

・
田
窪
行
則
氏

『基

礎
日
本
語
文

法
-
改
訂

版
1
』
 

(く

ろ
し

 
 
お
出
版

 

一
九
九

二
年
)

な
お
、
寺
村
氏

の
論

考
は
注

(
6
)
を
、

山
崎
氏

の

 
 
論
考
は
注

(9
)

を
参

照
の
こ
と
。

(
11

)
上
級
学
習
者
が

近
代
小
説
を
読

む
可
能
性
は
十

分
に
あ

る
こ
と

を
考
え
、
本

 
 
調
査

で
は

一
八
九

八
年

を
対
象
資
料
選
定

の
上
限
と

設
定

し
た
。

(
12
)
青
空
文

庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
は

以
下

の
通
り
で
あ

る
。

 
 

げ暑

 ＼＼
遷

華
8
No「即
αqこ
b＼

(
13

) 
『
夜
明
け
前
』

は
、
第

一
部

(上

) 

(下
)
、
第

二
部

(上
) 

(下
)
が
青

 

空
文
庫

で
閲
覧

可
能
と
な

っ
て
い
る
が
今
回

の
調
査
で
は
第

一
部

(上
)

の
み

 
 
を
使
用
し
た
。

(
14

) 

『
お
江
戸
探
索
御

用
』
は
、 

(上

)
迷
路

の
巻
、 

(下
)

悪
道

の
巻

が

シ
リ

 
 

ー
ズ
と
し

て
既
刊

と
な

っ
て
い
る
が
今
回

の
調
査

で
は

(上
)
迷

路

の
巻

の
み

 
 

を
使
用
し
た
。

(
15

) 

『
三
人

の
悪
党

～
き
ん
ぴ
か
～
』

は
光
文
社
文
庫

で
は

(1
)

～

(3
)

が

 
 

既
刊
と

な

っ
て
い
る
が
光

文
社
電
子
書
店
か

ら
は

(1
)
の
み
の
刊
行
と
な

っ

 
 

て
い
る
た
め
、
今

回
の
調
査
で
は

(1
)

の
み
を
使

用
し
た
。

(
16

)
こ

こ
で
は
、
前
接

す
る
動
詞

の
基

本
形

で
は

な
く
、
出
現

し
た

形
式
に
よ

っ

 
 
て
分

類
を
行

い
、

そ
の
終
止

形
を
表
示
し
た
。

よ

っ
て
、
例

え
ば

「す

べ
る
」

 
 
と

「す

べ
ら
せ
る
」

の
よ

う
な
例
は
別
語
と

し
て
カ
ウ

ン
ト

さ
れ

て
い
る
。

ま

 
 
た
、

語
の
表
記
は
、
同
じ
意
味

用
法
と
考

え
ら
れ
る
も

の
で
複
数

あ
る
も

の
に

 
 
つ
い
て
は
代
表
的

な
も
の
で
統

一
し
た
が
、

原
則
作

品
の
表
記

に
従

っ
た

。

(
17
)
注

(
18

)
に
分
類
さ
れ
る
サ
変
動
詞

以
外

の
動
詞
。

(
18
)
 
「演
奏
す

る
」
の
よ
う
な

「漢
語

+
す

る
」

の
も
の
の
ほ
か
、 

「話
を
す

る
」

 
 
や

「ざ

わ
ざ

わ
す
る
」
、 

「行

っ
た
り
来
た

り
す
る
」
な
ど

「す

る
」
を
含

む

 
 
語
を

こ
こ
に
分
類
す

る
。
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(
19
)

こ
こ
に
は

「痙
攣
さ
せ

る
」

一
例
が
含

ま
れ
る
。

(
20

)
こ
こ
に
は

「
こ
だ
ま
さ
せ

る
」

一
例

が
含

ま
れ
る
。

(
21

)
各
形
式
に

つ
い
て
確
認
さ
れ
た
も

の
は
以
下
の
通
り
。

 

1
.

「～
出
す
」
に
前
接
す
る
サ
変
動

詞

一
覧

(算
用
数
字
は

用
例
数
。
記
載

の

 
 

な
い
も

の
は

一
例
を
表
す
。
)

 

哀

願
す

る
 

圧
迫

す
る
 

殺
到

す

る
 

心

配
す

る
 
説

明
す

る
 

注
目

す

る

 

連

想
す

る
/
云

々
す
る
/

顔
を

す

る
 
加
勢

を
す

る

 
話
を

す

る
 
す

る

2

 
 

(何

を
し
出
す
か
)
/

い
ら
い
ら
す
る

2
 

そ
わ
そ
わ

す
る
4
/

の

つ
そ

つ
す

 
 
る
 
奉
公
す

る

 

2
. 

「～
出
す
」
に
前
接
す

る
二
語

の
複

合
動
詞

一
覧

 

光
り
輝
く
2
 
嗅
ぎ

回
る
 
立
ち

こ
め

る
 
建
ち
並

ぶ
 
た
て
こ
む
 
論
じ
合

 

,つ

 

3
. 

「～
出
す
」
に
前
接
す

る
使
役

形

・
受
身
形
動

詞

}
覧

 

謡
わ
れ
る
 
覆
わ
れ
る
 
お
そ
わ
れ

る
 
思
わ
れ
る
 

騒
が
れ
る

 

な

お
、
「～
出
す
」

で
確
認

で
き

た
も
の
は
全

て
受
身

形
で
あ

っ
た
。

 

4
. 

「～
出

す
」
に
前
接
す

る

「～
な

る
」
を
と
も
な

う
表

現

一
覧

(*
は

『日

 

本

沈
没
』
か
ら
の
用
例
)

 
 
暗
く
な

る
*
 
し
げ

く
な
る
 
強
く
な

る
 
歓

迎
さ
れ
な
く

な
る

*
 

貧
乏

に

 
 
な

る
 
気

に
な

る
 
噂

に
な
る
 
状
態
に
な

る

*
 

満
席
に
な

る
*

(
22

)
お
お
よ
そ
の
割
合
を
示
す
。
小
数
点

第
二
位
以
下
は
切

り
捨

て
た
。

(
23

)

こ
こ
に
は

「
こ
だ
ま
さ
せ

る
」
、 

「痙
攣

さ
せ
る
」

の
2
例
が

サ
変
動
詞

で

 
 
あ
り
、
使
役

形
で
も
あ
る
た
め
そ
れ
ぞ

れ
重

複
し

て
含
ま

れ
て
い
る
。

(
24

)
こ
こ
に
含

ま
れ
る
の
は
、
「～

て
し
ま
う
」
と

「～

て
く
る
」
を
伴

っ
た
表
現

 
 
で
あ
る

 
 
 

・
残
り

の
時
間
が
短
く
な

る
と
、
修

二
の
焦
り
は
勢

い
を
増

し
て
深
く
な

っ

 
 
た
。
心
が
身
体
と
ず
ー

よ
う
だ

っ
た
。
赤
い
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン

 
 

プ

を
確
認
し
て

い
る
の
に
、
危
う

く
前
の
タ
ク

シ
ー
に
追
突

し
そ
う

に
な
る
。

 
 
 
(『ラ

ス
ト
ラ
イ
ド
』
)

 
 

 
 
・
こ
の
試

み
は
次
第
に
成
功
し

ま
し
た
。
初
め

の
う
ち
融
合

し
に
く

い
よ
う

 
 

に
見
え
た
も

の
が

、
段

々

一
つ
に
纏
ま

っ
て
来
出

し
ま
し
た
。
彼
は
自
分

以
外

 
 

に
世
界

の
あ

る
事

を
少
し
ず

つ
悟

っ
て
ゆ
く
よ
う

で
し
た
。

(『
こ

こ
ろ
』
)。

 
 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は

「～
始
め

る
」
に

つ
い
て
は
確

認
さ
れ
な
か

っ
た
。

(
25

)
森
田
良
行
氏

『基
礎

日
本
語
辞
典
』
 

(角
川
書
店
 

一
九
九

一
年
)

(
26
)
姫
野
昌
子
氏

『複
合
動

詞
の
構
造
と
意
味

用
法
』 

(ひ
つ
じ
書
房
 

一
九

九
九

 
 

年
)

(
27
)
今
井

忍
氏

「複
合
動
詞

の
多
義
性

に
対
す

る
認
知
意

味
論
に
よ

る
ア
プ

ロ
ー
チ
!

 
 

 
『
～
出
す

』
の
起
動

の
意
味
を
中

心
に
し

て
i

(
一
九
九
三
年
 

 『言

語
研
究
』

 
 

2
 
京
都
大

学
)

(
28
)
庵
功
雄

氏

・
高
梨
信

乃
氏

・
中

西
久
実
子
氏

・
山

田
敏
弘

氏

『
初
級

を
教

え

 
 

る
人

の
た
め

の
日
本
語
文
法

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』 
(
ス
リ
ー
エ
ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

 
 

ニ
○
〇
六
年

)

(
29

)
山
崎
恵
氏

「開
始

の
局
面

を
取
り
立

て
る
局
面
動

詞
に

つ
い
て
…

『～
始

め

 
 

る
』 

『～
出
す

』

の
用
法

比
較

1
」 

(
『
阪

田
雪

子
先

生
古
希
記

念
論
文
集

日

 
 

本
語
と
日
本
語
教
育

』 

(三
省
堂
 

一
九

九
五
年
)

(
30

)
用
例
を

示
す
。

 
 

 
・
三
日
前
、
料
亭
谷
川

で
、
鬼

頭
、
熊
井
と
会

っ
た
さ
い
、
熊
井

の
い
っ
た
言

 
 

葉
が
忘
れ
ら
れ
な

か

っ
た
。

 
 

 

熊
井
は
、
日
洋
紡

の
株

は
儲
か

る
と
い

っ
て
い
た
。
熊
井
か
ら
受
け

取

っ
た

 
 

五
億

円

で
、

さ

っ
そ
く
そ

の
日
洋
紡

株
を

買
い
は

じ
め
よ

う
と

い
う

の
だ

。

 
 

 

(
『銀
行
喰

い
』
)

(
31
)
寺
村
秀
夫
氏
は
前
掲
論
文

(注

(
6
)
)
に
お
い
て
、 

「～
ダ

ス
は
、
ま
た
、

 
 

～

ハ
ジ
メ
ル
よ
り
も
突

然
、
だ
し

ぬ
け
に
、

と
い

っ
た
感
じ
が
強

い
よ

う
に
思

 
 

わ

れ
る
」
と
し
、 

「～

ハ
ジ
メ

ル
は
、

一
般

に
、
笑
ウ
、
泣

ク
、
腹
ガ
立

ツ
、

 
 

ム
シ
ャ
ク
シ

ャ
ス
ル
、
な
ど
、
人

の
心
身

の
動

き
で
、
反
射
的

な
、
自
分

で

コ

 
 

ン
ト
ロ
ー
ル

で
き

な
い
よ
う
な

も
の
に
は
使

え
な
い
よ
う

で
あ

る
」
と
述

べ
て

 
 

お
ら
れ

る
。
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森

田
良
行
氏
は
、 

「～
出
す
」
が
意
志
表
現

を
と
ら
な

い
こ
と

の
理
由

と
し

て
、
前
掲
書

(注

(
20

)
)

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

 

 

「1
出
す
」
は

「考
え
出
す
、
思

い
出
す

」
の
よ
う
に
、。
事
柄

の
発
生
、

形
成
"
の
意

の
あ

る
点
、
「1
始

め
る
」
と
異

な
る
。
「1
出
す
」
は
無

の
状

態
、

現
れ
て
い
な
い
状

態
の
も

の
が
お

の
ず

と
顕
在
化
し
、
動
作

・
状

態
の
変
化
と

し
て
形
を
な
す
と

い
う
気
分
が
強

い
。。
開
始
"

よ
り
は
。
新

た
な
事
態

の
成

立
"

の
意
識

が
強

い
。

 
ま
た
、
姫

野
昌
子
氏
も
前
掲

書

(注

(8
)
)
に
お

い
て
、
同
様

に

「～
出

す
」
の
持

つ

「突

発
性
」
、
「不
測
性

」
に
言
及
し

て
お
ら
れ

る
。

 

 

「出
す

」
の
基
本

的
意
味

で
あ

る

「外
部

へ
の
移

動
」
は
、 

「開
始
」

の

 
場
合
に
も
意
味

の
根
底

に
お
い
て
引
き
継
が

れ
、
連
続

し
て
い
る
。
内
部

に

 
込

め
ら
れ

て
い
た
も

の
が
、
何
か

の
き

っ
か
け

か
ら
ど

っ
と
外
部

に
出

て
、

 

こ
と
が
始
ま

る
と
い
う
事
態
は
容
易

に
想
像

さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
に

 
は
、
人
為
的
な
力

の
作

用
と
い
う
よ
り
は
、
内
部
か
ら
あ

ふ
れ
た
自
然
な

エ

 
ネ

ル
ギ
ー

の
流

出
が
感

じ
ら
れ

る
。

付
記

 
本

稿
は
、
二
〇
〇
六
年
度
慶
應

義

塾
大
学

日
本
語

・
日
本
文
化
教
育

セ
ン
タ
ー
日
本
語

教
育

学
講
座
修

了
論
文

の

一
部
を
修
正

・
加
筆

し
、
再
構
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
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